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平成１９年２月
No. ４１３

　１月８日（月）、井手町成人式が自然休養村管理センターで行われ、今年成人式を迎えた男
性４３人と女性５６人、合わせて９９人が大人の仲間入りをしました。
　式典には汐見町長をはじめ、小川町議会議長、宮本町選挙管理委員長、町議会議員、各区
長、各関係団体の役員など約６０人の方々が来ひんとして出席。新成人を代表して、実行委員
の小川隼輝さん（玉水区）が力強く成人の誓いを行いました。
　式典後は、実行委員会主催の第２部が行われ、小・中学校時代の恩師から当時の思い出話
や励ましの言葉を受け、賞品が当たるビンゴゲームで会場は大いに盛り上がりました。ま
た、記念植樹を山吹ふれあいセンター前で行い、キンモクセイを植えました。
　開式前には町選挙管理委員会が新成人に選挙へ関心を持ってもらおうと、実際の選挙と同
じ手順で模擬選挙を実施し、新成人たちは『井手町に来てほしい芸能人を選ぶなら』を、４
人の候補者「オダギリジョー」「ジョニー・デップ」「倖田來未」「長澤まさみ」の中から選び、
投票を体験しました。

広報

9999人人がが大人大人のの仲間入仲間入りり
井手町成人井手町成人式式
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年
は
、
災
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
火
災
は
発
生
し
ま
し

た
。
幸
い
大
き
な
被
害
は
な
く
、

こ
れ
も
団
員
の
結
束
、
そ
し
て
井

手
分
署
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。
今
後
も
住
民
の
自
主
防
災
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
中
心
的

な
役
割
を
担
わ
れ
ま
す
よ
う
精
進

し
て
く
だ
さ
い
」
と
訓
示
が
述
べ

ら
れ
た
あ
と
、
優
良
消
防
団
員
の

表
彰
状
授
与
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
来
ひ
ん
か
ら
は
、
府
知
事
代

理
の
太
田
府
総
務
部
長
を
は
じ
め

小
川
町
議
会
議
長
ら
が
祝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
団
を

代
表
し
て
古
賀
太
志
さ
ん
か
ら
、

表
彰
に
対
す
る
謝
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
第
１
・
２
分
団
の
消

防
団
員
と
井
手
分
署
員
に
よ
る
一

斉
放
水
が
行
わ
れ
、
冬
空
に
勢
い

来
ひ
ん
を
は
じ
め
、
汐
見
町
長
の

出
席
の
も
と
整
然
と
し
た
分
列
行

進
か
ら
出
初
式
が
は
じ
ま
り
、
綱

田
団
長
以
下
１
８
５
人
の
消
防
団

員
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

員
　
人
に
続
き
、
ポ
ン
プ
車
等
　

１４

１５

台
も
入
場
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
汐
見
町
長
か
ら
「
昨

年
、
町
内
で
は
自
然
災
害
に
よ
る

大
き
な
被
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
日
頃
か
ら
皆
さ
ん
と
共
に

防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
成

果
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
急
な
山
や
天
井
川
の
多
い
本

町
に
と
っ
て
は
、
災
害
が
お
き
や

す
い
状
況
に
変
わ
り
は
な
く
、
自

分
達
の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
気

持
ち
で
住
民
の
期
待
に
応
え
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
」
と
式
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
綱
田
団
長
か
ら
「
昨

　
井
手
町
消
防
団
（
綱
田
貞
二
団

長
＝
団
員
２
３
６
人
）
や
京
田
辺

市
消
防
署
井
手
分
署
に
よ
る
消
防

出
初
式
が
、
１
月
７
日
（
日
）
泉

ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
町
内
外
か
ら
約
　
人
の

７０

い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオッチング

貴
重
な
遺
産
を
後
世
へ
　

玉
津
岡
神
社
消
防
訓
練

文
化
財
防
火
週
間
を
前
に
１
月

　
日
（
木
）、
玉
津
岡
神
社
総
代
会

１８と
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

は
、
町
内
に
あ
る
府
登
録
文
化
財

の
玉
津
岡
神
社
で
消
防
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

玉
津
岡
神
社
は
１
６
８
７
（
貞

享
４
）
年
に
建
て
ら
れ
た
本
殿
と

大
神
宮
社
が
府
登
録
文
化
財
と
な

っ
て
お
り
、「
社
務
所
か
ら
出
火

し
、
本
殿
に
燃
え
移
る
恐
れ
あ

り
」
と
の
想
定
で
、
通
報
・
文
化

財
の
持
出
・
放
水
な
ど
の
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
訓
練
終

了
後
に
は
、
宮
本
敏
雪
総
代
会
長

と
分
署
員
ら
が
本
殿
を
中
心
に
火

災
警
報
装
置
や
防
火
設
備
の
管
理

状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

井
手
町
消
防
出
初
式
 

火
災
・
災
害
の
な
い
 

　
　
安
心
・
安
全
な
ま
ち
に

よ
く
８
本
の
水
柱
が
上
が
り
、
出

初
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
表
彰
さ
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
（
財
）
京
都
府
消
防
協
会
長
表

彰勤
功
章
　
古
賀
太
志

精
績
章
　
横
田
昌
明

精
勤
章
　
佐
々
岡
孝
　
中
坊
豊
　

仁
木
雅
樹
　
八
木
保
彦

▽
京
都
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部
長

表
彰

中
谷
誠
　
上
島
大
輔
　
岡
田
一
彦

寺
井
久
明
　
脇
田
英
訓
　
小
川
哲

史
　
脇
本
和
洋
　
窪
田
幸
弘
　
寺

村
幸
治
　
村
田
智
史

▽
町
長
章

小
岩
井
純
　
亀
田
優
作
　
中
坊
宗

一
郎
　
鎌
田
篤
彦
　
杉
山
弘
明
　

尾
﨑
友
紀
　
藤
沢
恭
二
　
垣
内
芳

男
　
八
木
幸
治
　
市
場
弘
一

▽
団
長
章

今
井
伸
　
関
根
洋
　
仁
木
崇
　
田

村
英
樹
　
西
島
健
悟
　
林
幸
男
　

岩
田
正
人
　
岩
城
輝
和
　
平
間
康

彦
　
山
口
誉

▽
精
勤
章

西
島
寛
道
　
西
島
友
和
　
小
岩
井

純
　
中
谷
忠
樹
　
中
谷
誠
　
藤
本

泰
司
　
中
坊
博
誠
　
熊
喜
正
典
　

梶
田
篤
志
　
林
健
太
郎
　
藤
本
寿

詞
　
金
丸
研
二
　
村
田
和
幸
　
植

田
明
彦
　
横
田
秀
史
 

訓示を行う綱田団長

放水する分署員

あいさつをする汐見町長

団旗登壇

団員・分署員による一斉放水
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町
民
マ
ラ
ソ
ン
・
　
　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
開
催

　
１
月
　
日
（
日
）、
井
手
町
体
育

１４

協
会
（
奥
田
武
彦
会
長
）
主
催
の

第
１
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
第

　
回
町
民
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
行

１５わ
れ
、
発
着
点
の
自
然
休
養
村
サ

ブ
セ
ン
タ
ー
に
は
約
２
５
０
人
の

参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
例

年
の
駅
伝
競
走
大
会
に
代
わ
り
企

画
さ
れ
た
大
会
で
、
２
・
７
キ
ロ

の
部
が
多
賀
地
区
で
行
わ
れ
　
人
８７

が
参
加
。
ま
た
、
５
キ
ロ
の
部
は

　
人
が
参
加
し
、
自
然
休
養
村
サ

６４ブ
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
し
、
山

間
部
を
抜
け
、
山
城
勤
労
者
福
祉

会
館
横
を
通
り
府
道
上
狛
城
陽
線

一
般
女
子
　
　
　
　
山
中
美
代
子

【
５
キ
ロ
の
部
】

小
学
校
高
学
年
男
子
　
中
田
樹
希

小
学
校
高
学
年
女
子
　
廣
瀬
千
明

中
学
校
男
子
　
　
　
　
古
川
啓
太

中
学
校
女
子
　
　
　
　
村
田
麻
衣

一
般
男
子
　
　
　
　
　
高
木
裕
幸

一
般
女
子
　
　
　
　
西
島
貴
志
子

 
　
月
定
例
町
議
会
の
結
果

１２
　
　
月
定
例
町
議
会
は
、　
月
　

１２

１２

１４

日
か
ら
　
日
ま
で
開
か
れ
ま
し

２２

た
。
今
議
会
で
は
、
７
人
の
議
員

か
ら
　
件
の
一
般
質
問
が
行
わ

１４

れ
、
平
成
　
年
度
井
手
町
一
般
会

１８

計
補
正
予
算
（
第
３
回
）
な
ど
　１７

件
の
議
案
、
２
件
の
発
議
が
提
案

さ
れ
、
い
ず
れ
も
慎
重
に
審
議
さ

れ
た
結
果
、
原
案
可
決
ま
た
は
同

意
さ
れ
ま
し
た
。　
月
定
例
町
議

１２

会
で
可
決
成
立
し
た
議
案
等
は
次

の
と
お
り
で
す
。

補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て▼
京
都
府
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
及
び
京
都
府
市
町
村

職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

▼
京
都
府
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

事
業
管
理
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
京
都

府
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
管

理
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
城
南
土
地
開
発
公
社
定
款
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

▼
京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
設
置
に
つ
い
て

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
一
般
会
計

１８

補
正
予
算
（
第
３
回
）

▼
井
手
町
多
賀
財
産
区
管
理
委
員

選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
件

◎
発
議

▼
井
手
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
井
手
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

※
　
月
定
例
町
議
会
で
同
意
さ
れ

１２
ま
し
た
、
多
賀
財
産
区
管
理
委
員

の
方
は
次
の
と
お
り
で
す

●
井
手
町
多
賀
財
産
区
管
理
委
員

　
大
西
勝
治
（
南
部
区
）

　
栗
田
敏
一
（
西
部
区
）

　
奥
田
英
夫
（
西
部
区
）

　
奥
田
信
一
（
北
部
区
）

　
大
平
嘉
憲
（
南
部
区
）

　
北
川
文
雄
（
東
部
区
）

　
辻
井
幸
弘
（
東
部
区
）

か
ら
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
に
戻
る
ル
ー

ト
で
、
高
低
差
の
あ
る
コ
ー
ス
に

苦
し
み
な
が
ら
参
加
者
は
懸
命
に

走
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
も
多

賀
地
区
の
２
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
設

定
し
て
行
わ
れ
、　
人
の
参
加
者

８８

は
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
解
消
と
自

ら
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
と
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。
　
終
了
後
は
、
会
場
内
の
全
員
で

×○
 
ク
イ
ズ
を
行
い
、
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
な
お
、
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

【
２
・
７
キ
ロ
の
部
】

小
学
校
低
学
年
男
子
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
陽
太
郎

小
学
校
低
学
年
女
子
　
花
田
史
子

小
学
校
高
学
年
男
子
　
中
田
樹
希

小
学
校
高
学
年
女
子
　
廣
瀬
千
明

一
般
男
子
　
　
　
　
　
松
本
　
望

◎
提
出
議
案

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
一
般
会

１７

計
、
特
別
会
計
「
国
民
健
康
保
険
、

多
賀
地
区
簡
易
水
道
、
老
人
保

健
、
介
護
保
険
、
公
共
下
水
道
」

歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
水
道
事
業

１７

会
計
決
算
認
定
の
件

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
井
手
財
産

１７

区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

の
件

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
多
賀
財
産

１７

区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

の
件

▼
平
成
　
年
度
京
都
府
市
町
村
交

１７

通
災
害
共
済
組
合
歳
入
歳
出
決
算

を
認
定
に
付
す
る
件

▼
井
手
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
制
定

の
件

▼
井
手
町
長
期
継
続
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定
め

る
条
例
制
定
の
件

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
の
件

▼
京
都
府
自
治
会
館
管
理
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
及
び
京
都
府
自
治
会
館
管
理

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
京
都
府
市
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
京

都
府
市
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害

あいさつをする奥田会長

一斉にスタート２．７キロの部

選手宣誓をする村田君

山間部コースの５キロの部
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滑
１２月１９日（火）いづみ人権交流センターで町社会福祉協議会の地域福祉推進
員と民生児童委員による合同の研修会が開催され、料理教室や健康体操で交
流を深めました。
お年寄りたちを公民館に招待し、様々な催しで交流を深める「ふれあいミニ
サロン」の内容に関するヒントになればと開かれたもので約６０人が参加。
準備時間のあまりかからない「きのこご飯」や「豚汁」、「桜餅」を作り、ま
た、健康運動実践指導者の山根光子さんを講師に高齢者向けの体操を学びま
した。

滑
１月１５日（月）、井手・多賀両小学校で、生活に身近な下水道を通じ環境保
全について学ぼうと、京都府流域下水道事務所職員と町下水道課職員を講師
として授業が行われました。
府の職員が出向いて施策について説明をする「府職員出前語らい」の一環で
両校の４年生が対象。
授業では、「下水道管の役割」や「洛南浄化センターでの処理」などについて
説明。実際に処理場に入ってくる下水（流入下水）や、処理した後の水（放
流水）や汚泥（乾燥汚泥・脱水汚泥）の“におい”も体験し、下水道の仕組
みや地球温暖化との関係を、クイズなどを交えて学んでいました。

滑
１２月２７日（水）、町老人クラブの午年生まれの有志らが、左馬ふれあい公園
の『駒岩』に、全長約３５メートルの大しめ縄を飾り付けました。
この飾り付けは、６年前の午年に始めたもので、駒岩に刻まれた「左馬」を
ＰＲすることで、まちづくりにつなげようと行われています。
しめ縄は、地元でとれた餅わら（もち米のわら）を使って半日をかけて製作
されたもので、はしごを使って岩に登り、手際よくしめ縄を岩全体に巻き付
けていました。

 葛

 葛
１月４日（木）、井手町社会福祉協議会に登録されている朗読ボランティアサ
ークル「ふれあい」（船越裕子代表＝１３人）のメンバーが役場に訪れ、汐見町長
の新年のあいさつを収録しました。
同サークルは、町の行事や季節の催しなどの情報を『声の広報』として収録し、
そのテープを町内の目の不自由な方や希望者に配布されています。通常は、
サークルのメンバーらによって「広報いで」をもとに趣向を凝らした収録が行
われていますが、「年頭の１月号は町長の生の声で」と毎年収録が行われていま
す。

 葛
１月１０日（水）、多賀地区老人クラブ連絡協議会（杉井弘和会長）の新年会が
賀泉苑で開かれました。
芸能発表では、各サークルのメンバーや役員の皆さんが日頃練習を重ねた、
コーラスや日本舞踊、カラオケなどを披露。この中で招待を受けた多賀保育
園児たちは、一人ずつ自己紹介を行い、歌や踊りを披露し会場は大いに盛り
上がっていました。
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 葛
１月７日（日）、まちづくりセンター椿坂で「七草粥」が振る舞われ、たく
さんの人が訪れました。
これは、山背古道椿坂（木田静子代表）が毎年行っている行事で、「春の七草」
は事前にまちづくりセンター周辺で取ったものを使い調理しました。関東地
方から来られたマウンテンバイクのグループも立ち寄り、七草粥で温まりま
した。

滑
１月１５日（月）、まちづくりセンター椿坂で「左義長（とんど）」が行われ、
まちづくり協議会（小川俊雄会長）のメンバーや玉川保育園児など約１３０人
が参加しました。
センター横に用意されたとんどのやぐらは、近くの竹林から切り出された竹
を使い準備されました。
参加者たちは、しめ縄などの正月飾りなどをやぐらに取り付け、山背古道椿
坂の皆さん手づくりの「ぜんざい」「小豆粥」などに舌鼓を打ち今年一年の無
病息災を願っていました。

●ＯＰＥＮ 午前９時～午後５時
●休館日 毎週火曜日・金曜日

「
総
力
祭
！
」 
          

開
催
の
お
知
ら
せ

　
２
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
か

２５

１０

ら
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂

で
「
総
力
祭
！
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
や
折
り
紙
教
室
な

ど
の
各
種
催
し
の
ほ
か
、
野
菜

市
・
特
産
品
販
売
・
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
・
や
き
い
も
・
甘
酒
・
輪
投

げ
・
う
ど
ん
な
ど
の
出
店
も
多
数

行
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局
（
役
場

企
画
財
政
課
内
　
℡
　
‐
５
２
１

８２

２
）
ま
で

　

滑
１２月２９日（金）、井手町まちづくり協議会のメンバー５人が、まちづくりセ
ンター椿坂入口に手作りの門松を設置し、正月を迎える準備を行いました。
門松は全長１．５ｍの竹を使用し、松や梅、ナンテン、クマザサ、ハボタンを
添えて飾り付けられました。

 葛
１２月２４日（日）、まちづくりセンター椿坂で仕舞い市が開かれました。
まちづくり協議会が主催のこの催しは、石垣フレッシュグループや陶芸工房
山吹、小町会からも出品があり、野菜・糠漬け・こんにゃく・おかき・干し
柿・葉付きみかん・手作りのしめ縄など様々な物が販売され、賑わっていま
した。

お茶のサービスやコーヒー
を販売していますので、お
気軽にお越しください
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煙
午
前
　
時
～
　
時
半

１０

１１

　
保
健
セ
ン
タ
ー

煙
午
後
１
時
半
～
３
時

　
奥
村
製
罐
株
式
会
社

＊
献
血
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
受
付
時
に
本
人
と
確
認
で
き

る
証
明
書
の
提
示
を
お
願
い
し
ま

す
。
　（
例
）
運
転
免
許
証
、
学
生
証
、

社
員
証
、
身
分
証
明
書
な
ど
本
人

と
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
回
よ
り
輸
血
の
安
全

性
を
よ
り
一
層
高
め
る
た
め
に
、

４
０
０
ℓｍ 
の
献
血
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２

特
定
不
妊
治
療
費
       

補
助
事
業
に
つ
い
て

　
府
で
は
、
保
険
診
療
に
よ
る
不

妊
治
療
に
加
え
、
体
外
受
精
及
び

顕
微
鏡
受
精
を
受
け
ら
れ
た
ご
夫

婦
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
に
、
そ
の
治
療
に
か
か
っ
た

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
助
成
事
業
の
内
容
が
一

部
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

予
防
接
種
に
つ
い
て
の
 

お
知
ら
せ

　
４
月
１
日
よ
り
「
Ｄ
Ｐ
Ｔ
三
種

混
合
予
防
接
種
」
が
集
団
接
種
か

ら
個
別
接
種
に
変
更
と
な
り
ま

す
。

対
象
／
生
後
３
ヶ
月
か
ら
　
ヶ
月

９０

未
満

受
け
方
／
１
期
初
回
は
３
～
８
週

間
隔
で
３
回
接
種

　
１
期
追
加
は
初
回
３
回
目
接
種

日
か
ら
　
ヶ
月
～
　
ヶ
月
の
間
に

１２

１８

１
回
接
種

＊
１
期
初
回
の
１
回
目
と
２
回

目
・
２
回
目
と
３
回
目
の
間
が
８

週
間
あ
い
た
場
合
は
「
任
意
予
防

接
種
」
扱
い
と
な
る
の
で
ご
注
意

を（
詳
し
く
は
個
別
通
知
し
ま
す
）

二
種
混
合
（
Ｄ
Ｔ
）
予
防
接
種
も

個
別
と
な
り
ま
す
。
対
象
者
に
は

個
別
通
知
い
た
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
（
　
‐
３
３
８
５
）
ま
で
 

８２
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時
／
２
月
　
日
（
火
）

２７

日
曜
・
祝
日
の
応
急
診
療

〈内科・小児科〉
京田辺市休日応急診療所
診療受付時間：午前８時３０分～午後２時３０分

TEL ０７７４-６３-２６６２

ら
せ
し
ま
す
。

助
成
期
間
の
拡
大

　
平
成
　
年
度
か
ら
助
成
期
間
が

１８

「
通
算
２
年
」か
ら「
通
算
５
年
」に

拡
大
し
て
い
ま
す
。

助
成
対
象
及
び
申
請

　
平
成
　
年
度
の
対
象
は
、
治
療

１８

終
了
日
が
平
成
　
年
４
月
１
日
か

１８

ら
平
成
　
年
３
月
　
日
の
方
が
対

１９

３１

象
で
す
。

　
申
請
は
治
療
終
了
年
度
内
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
３
月
ま
で

に
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
治
療
終
了
日
が
３
月
中

で
、
申
請
が
間
に
合
わ
な
い
方

は
、
必
ず
、
山
城
北
保
健
所
に
３

月
　
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

３１
い
。

相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

府
山
城
北
保
健
所

℡
　
‐
２
１
９
２

２１
府
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
担
当

℡
０
７
５
‐
４
１
４
‐
４
５
８
２

不
妊
に
関
す
る
相
談
：
不
妊
専
門

相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
７
５
‐
２
５
３
‐
６
１
８
０

　
平
成
　
年
３
月
　
日
で
国
民
健

１９

３１

康
保
険
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

が
切
れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
更

新
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
一
般
被
保
険
者
証
は
「
ク
リ

ー
ム
色
」、
退
職
被
保
険
者
証
は

「
う
ぐ
い
す
色
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　
な
お
、
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は

別
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、

旧
保
険
証
と
印
か
ん
（
認
印
）
を

持
参
の
う
え
各
地
区
指
定
の
更
新

場
所
に
必
ず
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
平
成
　
年
４
月
か
ら
「
後
期
高

２０

齢
者
医
療
制
度
」
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
２
年
間

の
有
効
期
限
が
、
今
回
は
１
年
間

（
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
）
の
有

２０

３１

効
期
限
と
な
り
ま
す
。

※
指
定
し
た
日
に
来
ら
れ
な
い
場

合
は
、
３
月
　
日
以
降
に
役
場
衛

１９

生
課
窓
口
に
て
更
新
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

※
国
保
税
の
未
納
の
方
は
、
保
険

証
の
更
新
ま
で
に
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。
特
別
の
事
情
が
な
い
の

に
保
険
税
を
滞
納
し
た
場
合
や
納

期
限
か
ら
１
年
間
経
過
し
て
保
険

税
を
滞
納
し
た
場
合
、
保
険
証
を

返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
衛
生
課

（
℡
　
‐
２
０
０
１
）
ま
で

８２

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
更
新
を
お
忘
れ
な
く

日　時場　所地　区

３月１９日（月）
  午前９時～１１時半上井手区公民館上井手

有王

３月２０日（火）
  午前９時～１１時半
  午後１時半～４時

役場衛生課水無
高月

３月２２日（木）
  午前９時～１１時半
  午後１時半～４時

役場衛生課石垣

３月２３日（金）
  午前９時～１１時半
  午後１時半～４時

いづみ人権交流
センター

北
南

３月２６日（月）
  午前９時～１１時半
  午後１時半～４時

ＪＡ京都やましろ
井手町支店

東部
西部
北部

３月２７日（火）
  午前９時～１１時半南部公民館南部

３月２８日（水）
  午前９時～１１時半
  午後１時半～４時

役場衛生課玉水

 ＜別表＞
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冬
休
み
、
私
は
ア
メ
リ
カ
に
帰

り
ま
し
た
。
日
本
に
来
て
か
ら
、

は
じ
め
て
帰
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
に
家
族
や
友
だ
ち
に
会
い
ま
し

た
。
妹
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か

ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
私
の
家
族

が
一
緒
に
過
ご
す
の
は
６
年
ぶ
り

で
す
。
久
し
ぶ
り
の
ア
メ
リ
カ
で

は
、
と
て
も
忙
し
く
て
、
あ
ま
り

寝
て
ま
せ
ん
。
で
も
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
私
は
、
好
き
な

場
所
に
い
き
ま
し
た
。
一
番
お
い

し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
、
一
番
好
き
な

お
店
、
一
番
き
れ
い
な
ク
リ
ス
マ

ス
ラ
イ
ト
…
い
ろ
い
ろ
行
き
ま
し

た
。
車
の
運
転
も
し
ま
し
た
。
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
も
お
も
し

ろ
く
て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
日
本
に
住
ん
で
、
私
の
考
え
は

少
し
変
わ
り
ま
し
た
。
一
年
半
で

ち
ょ
っ
と
大
人
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
た
と

き
、
以
前
住
ん
で
い
た
と
き
と

は
、
違
っ
て
見
え
ま
し
た
。
す
べ

て
の
も
の
が
大
き
く
見
え
ま
し

た
。
道
路
も
自
動
車
も
食
べ
物

も
、
飼
っ
て
い
た
犬
さ
え
大
き
く

見
え
ま
し
た
。
私
の
生
活
ス
タ
イ

ル
は
、
ア
メ
リ
カ
よ
り
日
本
ス
タ

イ
ル
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
日
本
の
も
の

を
見
る
感
覚
も
一
年
半
前
と
は
大

き
く
違
う
の
で
、
お
も
し
ろ
い
で

す
。
一
番
違
う
の
は
、
み
な
さ
ん

が
私
に
日
本
語
で
話
し
か
け
て
く

れ
る
こ
と
で
す
。

　
年
末
に
日
本
に
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
お
正
月
に
私
は
、
友
だ
ち
の

ア
マ
ン
ダ
の
住
ん
で
い
る
福
岡
に

行
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
熊
本

と
黒
川
温
泉
に
行
き
ま
し
た
。
私

は
温
泉
が
大
好
き
で
す
。
露
天
風

呂
は
い
い
で
す
ね
。
黒
川
温
泉
は

と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
も
う
一

度
、
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾
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箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
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箇
箇
箇
箇
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箇
箇
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会　場／いづみ人権交流センター研修棟
対　象／１６歳以上の町内在住者または在勤者
持ち物／筆記用具
申込方法／いづみ人権交流センターへ電話かファックスでお申込みください。
＊詳しくは、いづみ人権交流センターまでお問い合わせください。ＴＥＬ８２‐３３８０　ＦＡＸ８２‐４１１２

エミリーの原文
のまま掲載して
います。

井手の部落史を学ぼう！
　いづみ人権交流センターでは、部落の正しい歴史を学び、差別の不当性・不合理性
を理解し、部落差別をなくすことをめざして、隣保館モデル事業「部落史連続講座」
を開催します。今回は、古代から現代までの部落の歴史を、井手町での出来事に焦点
をあてて学習します。
　参加を広く呼びかけていますので、ぜひこの機会にお申込みください。

内　　　　　容日　　　時

[テーマ]　「部落史を学ぼう！　古代・中世編」
[講　師]　   灘本 昌久 さん（京都産業大学 教授）

２月１４日（水）
午後７時～９時

[テーマ]　「部落史を学ぼう！　近世編」
[講　師]　   灘本 昌久 さん（京都産業大学 教授）

２月２１日（水）
午後７時～９時

[テーマ]　「部落史を学ぼう！　近代編」
[講　師]　   鷲山 靖之 さん（円覚寺 住職）

２月２８日（水）
午後７時～９時

[テーマ]　「部落史を学ぼう！　現代編１」
[講　師]　   中村 義孝 さん（京都市立洛陽工業高等学校 教諭）

３月７日（水）
午後７時～９時

[テーマ]　「部落史を学ぼう！　現代編２」
[講　師]　   西島 藤彦 さん（京都部落問題研究資料センター 顧問）

 ３月１４日（水）
午後７時～９時
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２
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
第
４
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
９
期
納
期
限
で
す

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
】

《
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
＆
マ
ッ
サ
ー
ジ
》

日
時
／
２
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

２１

場
所
／
玉
泉
苑

費
用
／
２
０
０
円

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

２０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で
 

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
転
倒
予
防
教
室
・
健
康
相
談
》

日
時
／
３
月
８
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も
　
歳
以
上

６５

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で
 

子

育

て

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
２
月
　
日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
正
午

２２

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
３
月
２
日
（
金
）

対
象
／
Ｈ
　
・
７
・
２
か
ら
Ｈ
　
・
　
・
２
生
ま
れ

１５

１５
１０

《
１
歳
半
健
診
》

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
２
月
　
日
（
金
）

２３

　
　
／
３
月
９
日
（
金
）

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
２
月
　
日
（
金
）

２３

　
　
／
３
月
９
日
（
金
）

　
　
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
正
午

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
教
室
》

日
時
／
２
月
　
日
（
火
）

１３

　
　
／
３
月
６
日
（
火
）

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時

《
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
》

日
時
／
２
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１４

《
メ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
フ
ト
教
室
》

日
時
／
２
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１５

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
研

修
棟

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
２
月
　
日
（
金
）
午
後
７
時
半
～
９
時

２３

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

煙
申
し
込
み
は
不
要
で
す

煙
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

煙
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

で
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
家
庭
教
育
学
級
】

日
時
／
３
月
９
日
（
金
）
午
前
　
時
半
～
正
午

１０

場
所
／
多
賀
保
育
園

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
　
‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
の
講
習
会
で
す
の

で
、
積
極
的
に
講
習
会
に
参
加
し
救
命
手
当
を
学

び
ま
し
ょ
う
！

日
時
／
３
月
４
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
　
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
限
／
３
月
３
日
（
土
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

ス

ポ

ー

ツ

【
町
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
２
月
　
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

１８

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
体
育
協
会
事
務
局
（
℡
　８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で
 

講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
２
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１３

２７

　
　
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

(

【
和
太
鼓
教
室
 初
心
者
）
】

日
時
／
２
月
　
日
（
土
）

１７

　
　
／
３
月
３
日
（
土
）

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
２
月
　
日
（
土
）

２４

　
　
／
３
月
　
日
（
土
）

１０

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体

育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡
　
‐
８２

平
成
　
年
度
高
等
学
校
奨
学
金
の

１９

支
給
に
つ
い
て

　
低
所
得
世
帯
（
市
町
村
税
非
課
税
で
母
子
・
父

子
・
児
童
・
障
害
者
・
長
期
療
養
者
世
帯
）
の
お

子
さ
ん
の
高
等
学
校
へ
の
進
学
を
促
進
す
る
た

め
、
就
学
に
要
す
る
経
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
／
新
高
校
１
年
生
で
入
学
支
度
金
支
給
対
象

者
の
み
受
付

期
限
／
２
月
　
日
（
水
）

２８

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分

室
（
℡
　
‐
５
７
４
７
）
ま
で

６３

   救
命
講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
一
般
住
民
で
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
心
室

細
動
（
心
臓
の
け
い
れ
ん
）
を
起
こ
し
て
か
ら
、

除
細
動
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）
を
行
う
の
が
１
分
遅

れ
る
度
に
７
～
　
％
の
割
合
で
救
命
率
が
低
下
し

１０

て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
突
然
の
状
況
に
対
処

す
る
為
に
は
救
命
手
当
の
知
識
が
必
要
で
す
。
誰

も
が
簡
単
に
で
き
る
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
・
人
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２
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

日
時
／
３
月
５
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日

（
月
４
回
　
第
１
・
３
・
４
は
玉
泉
苑
、
第
２
は
賀

泉
苑
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
（
第
５
月
曜
日
と
祝

日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
２
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１３

２７

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
（
℡
　
‐
２
０
０

８２

１
）
ま
で

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／
２
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２８

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
・
遊
び
の
広
場
》

日
時
／
２
月
　
日
（
水
）
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１４

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

《
育
児
相
談
》

日
時
／
３
月
７
日
（
水
）
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
】

日
時
／
２
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１３

２７

　
　
い
ず
れ
も
午
前
　
時
半
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で
 

８２
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
確
定
申
告
の
受
付
は
２
月
　
日
（
金
）
か
ら

１６

　
今
年
も
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い

日
時
／
３
月
５
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
　
・
７
・
　
か
ら
Ｈ
　
・
９
・
５
生
ま
れ

１７

１６

１７

受
付
：
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
１
時
半

【
離
乳
教
室
】

日
時
／
３
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

対
象
／
３
～
　
ヶ
月
児
の
保
護
者

１０

【
予
防
接
種
・
集
団
接
種
】

《
三
種
混
合
》

日
時
／
２
月
　
日
（
火
）
午
後
２
時
～
２
時
　
分

１３

４５

煙
第
一
期
初
回
は
生
後
３
ヶ
月
～
６
歳
ま
で
に
３

～
８
週
間
の
間
隔
で
３
回
接
種
。
で
き
る
だ
け
４

歳
ま
で
に
完
了

煙
第
一
期
追
加
は
、
初
回
３
回
接
種
完
了
後
１
年

～
１
年
６
ヶ
月
の
間
に
１
回
接
種

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／
２
月
　
日
（
金
）
午
後
２
時
～
２
時
　
分

２３

４５

煙
生
後
１
～
６
ヶ
月
ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で
 

各

種

相

談

【
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
２
月
　
日
（
月
）・
　
日
（
月
）

１９

２６

　
　
／
３
月
５
日
（
月
）

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
２
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２６

場
所
／
玉
泉
苑

【
行
政
書
士
会
生
活
相
談
】

め
切
り
は
午
後
３
時
で
す
）

場
所
／
役
場
３
階
会
議
室

※
毎
年
、
申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
税

務
署
は
大
変
混
雑
し
、
十
分
な
ご
相
談
が
で
き
な

い
ば
か
り
で
な
く
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ

う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
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ta
.g
o
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▼
住
民
税
の
申
告
相
談
は
３
月
１
日
（
木
）
か
ら

　
住
民
税
の
申
告
受
付
は
、
町
職
員
が
各
地
区
に

出
張
し
て
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
日
程
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
申
告
書
は
２
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

◎
住
民
税
の
申
告
期
限
は
３
月
　
日
（
木
）
で
す
。

１５

※
申
告
期
限
内
に
申
告
が
な
け
れ
ば
、
課
税
証
明

や
所
得
証
明
書
の
交
付
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出
さ
れ
た
方

は
、
住
民
税
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

て
き
ま
し
た
が
、
申
告
の
準
備
は
も
う
お
済
み
で

す
か
。

　
所
得
税
は
、
納
税
者
の
み
な
さ
ん
自
ら
が
一
年

間
の
所
得
と
税
金
を
計
算
し
、
申
告
・
納
税
す
る

制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
申
告

し
な
い
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
り
、
間
違
っ
た

申
告
を
さ
れ
ま
す
と
あ
と
で
不
足
の
税
金
を
納
め

る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税
も
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
申
告
を
す
る
と
き
は
、
一
年
間
の
収
入
を
も
う

一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　
主
な
収
入
・
所
得
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
不
動
産
所
得
】

煙
農
地
や
空
き
地
を
駐
車
場
と
し
て
貸
し
た
場
合

の
収
入

煙
ア
パ
ー
ト
や
貸
間
等
の
収
入

【
雑
所
得
】

煙
知
人
や
会
社
な
ど
に
貸
し
付
け
た
お
金
の
利
子

煙
公
的
年
金
（
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
共
済
年

金
）
の
収
入

【
給
与
所
得
】

煙
パ
ー
ト
等
の
収
入

◎
確
定
申
告
の
受
付
期
間
は
２
月

　
日
（
金
）
か
ら
３
月
　
日
（
木
）

１６

１５

ま
で
で
す
。

※
土
・
日
曜
日
は
閉
庁
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
宇
治
税
務
署
で
は
、

２
月
　
日
（
日
）・
　
日
（
日
）
の

１８

２５

２
日
間
は
確
定
申
告
の
相
談
、
申

告
書
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
延
滞

税
が
か
か
り
ま
す
。

▼
確
定
申
告
相
談

日
時
／
２
月
　
日
（
月
）
午
前
　

２６

１０

時
～
午
後
４
時
（
相
談
受
付
の
締

住民税申告相談日

上記のとおり申告相談を行いますので、印鑑を忘れずに
ご持参ください。

場　　所日　　時区名

玉水公民館午前９時～　
　　午後３時（木）３月１日玉水

水無公民館〃（金）３月２日水無
高月

上井手区公民館〃（月）３月５日上井手

石垣公民館〃（火）３月６日石垣
人権交流センター

研修棟〃（水）３月７日北

人権交流センター
研修棟〃（木）３月８日南

ＪＡ京都やましろ
井手町支店〃

（金）３月９日東部
西部
北部 （月）３月１２日

南部公民館〃（火）３月１３日南部

宝蔵院午前９時半～
　　    １１時半（水）３月１４日有王
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煙
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
２
月

◆
一
般
書

「
氷
結
の
森
」　
　
　
　
　
　
熊
谷
達
也

「
貧
困
の
光
景
」　
　
　
　
　
曽
野
綾
子

「
海
坂
藩
大
全
」 
上
・
下
　
 藤
沢
周
平

「
か
げ
ろ
う
」　
　
　
　
　
藤
堂
志
津
子

「
ダ
ナ
エ
」　
　
　
　
　
　
　
藤
原
伊
織

「
水
底
の
光
」　
　
　
　
　
小
池
真
理
子

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】　
月
～
３
月

１０

　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

☆
２
月
・
３
月
の
休
館
日

２
月
　
・
　
・
　
・
　
日

１３

１９

２２

２６

３
月
５
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１２

１９

２２

２６

２９

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

煙
図
書
は
１
人
　
冊
、
２
週
間

１２

煙
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

「
も
う
愛
の
唄
な
ん
て
詠
え
な
い
」　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
だ
ま
さ
し

◆
児
童
書

「
月
光
の
コ
パ
ン
」　
　
　
　
舟
崎
克
彦

「
ど
ろ
ん
こ
そ
う
べ
い
」　
　
田
島
征
彦

「
お
姫
さ
ま
の
ア
リ
の
巣
た
ん
け
ん
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
あ
ゆ
子

「
ガ
ラ
ス
の
城
の
子
ど
も
た
ち
」　
　
　

　
　
　
　
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ウ
ォ
ー
ル
ズ

☆
２
月
・
３
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

３
月
　
日
（
土
）

１０

午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

２
月
　
日
（
土
）

１７

３
月
　
日
（
土
）

１７

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

女はなぜ土俵にあがれないのか

内館牧子
伝統の保守か、男女平等か。神
事から格闘技、「国技」へと変貌
しつつ、１３５０余年を生き抜いた
相撲。誰よりも相撲を愛する人
気脚本家が、「聖域としての土
俵」誕生の歴史に迫り、積年の
論争に終止符を打つ。

パフォーマンスシアター
島田明美

紙コップ、牛乳パック、ハンカ
チなど、身近な素材で簡単にで
きる造形＆パフォーマンス集。
約３０点の作品の詳しい材料・作
り方を、わかりやすいイラスト
で解説。上手に演じるポイント
や、きれいに作るコツも紹介し
ます。

チャングムの誓い①
キム サンホン
あふれる才能を見出され、賎民
から宮廷の見習い女官となった
少女オンニョニ。高官に見込ま
れ、宮女たちに読み書きを教え
る師匠に抜擢された彼女が、別
世界での体験を通し、様々な壁
に遭遇しながら成長してゆく物
語。

仮面レストラン
怪談レストラン編集委員会
怪談レストランへようこそ。「色
とりどりの仮面」「仮面の家で」
「母の死に化粧」「とのさまには
りついた面」など、仮面にまつ
わるこわーいお話をあつめまし
た。どうぞ存分にお楽しみくだ
さい。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
っ
て
ど
ん
な
制
度
で

す
か
。

Ａ
、
平
成
　
年
４
月
に
創
設
さ
れ
た
　
歳
以
上
の

１２

２０

学
生
の
た
め
の
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
「
申
請
を
し
、
承
認
さ
れ
る
と
、

　
歳
以
上
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
の
保

２０険
料
納
付
が
卒
業
ま
で
猶
予
さ
れ
る
」
と
い
う
も

の
で
す
。（
た
だ
し
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。）

　
現
在
の
日
本
で
は
、　
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人

２０

が
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
学
生
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

学
生
は
一
般
的
に
収
入
が
少
な
く
、
保
険
料
を
自

分
で
納
め
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
経
済
的
負
担
を

考
慮
し
、
学
生
向
け
の
特
例
制
度
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　「
学
生
納
付
特
例
」
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
年
金

手
帳
、
学
生
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類
（
学
生

証
、
又
は
在
学
証
明
書
）
を
持
参
の
う
え
、
役
場

の
住
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
　
学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
承
認
を
受
け
た
期
間

は
、
将
来
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格

期
間
（
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
ま
た
は
免
除
期

間
、
厚
生
年
金
な
ど
他
の
年
金
の
加
入
期
間
と
合

わ
せ
て
、
最
低
　
年
必
要
で
す
。）
に
は
含
ま
れ
ま

２５

す
が
、
受
け
取
る
年
金
額
の
計
算
に
は
算
入
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
　
年
以
内
な
ら
ば
、
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま

１０
す
の
で
、
卒
業
後
追
納
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
年
金
額
を
満
額
へ
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
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ごみ収集日程表（ 2月11日～3月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL０７７４‐８２‐２００１）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、
内垣内、東松ヶ花、奥西、帽子田、下川、判ノ地、田村新田⑧

２月１３日
３月６日

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷、阿弥陀寺⑨
２月１４日
３月７日

西南組、東南組、前川、石名田、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩
２月１５日
３月８日

高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、
安堵山、浜、上ノ浜、起、佃、平山⑪

２月１６日
３月９日

新四郎山、西山、西垣内、中垣内、東垣内⑫２月１９日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、里、玉ノ井、西高月、東高月、
清水、栢ノ木、中溝⑬２月２０日

柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜田、南猪ノ阪、北猪ノ阪⑭２月２１日

梅ノ木原、野神、宮ノ本、西前田、柴木田、北開、北構、南溝、
下赤田、上赤田、鳥休⑮２月２２日

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに衛生課へ電話予約（TEL０７７４‐８２‐２００１）してください。（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・

エアコン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡

トレー等

ペット

ボトル
粗大ごみビンカン燃やすごみ

 区　分

地　区 

２月１４日

２月２８日

２月２１日

３月７日
火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

２月２２日２月１５日３月１日３月８日

２月２１日

３月７日

２月１４日

２月２８日
月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

２月２３日２月１５日３月６日３月９日

２月２１日

３月７日

２月１５日

３月１日
火・金曜日

多 賀 全 区

上 井 手 区
２月２２日３月８日２月２８日２月１４日

剪
定
樹
木
チ
ッ
プ
化
物

実
費
配
布
の
お
し
ら
せ

　
城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、
奥
山

リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ
た

公
園
や
街
路
樹
、
一
般
家
庭
の
庭
木

な
ど
の
剪
定
樹
木
を
チ
ッ
プ
化
し
、

堆
肥
化
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
展

開
し
て
お
り
、
今
回
、
チ
ッ
プ
化
物

を
実
費
で
配
布
し
ま
す
の
で
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

農
家
等
事
業
者
の
方

配
布
期
間
／
３
月
５
日
（
月
）
～
３

月
　
日
（
金
）【
土
・
日
除
く
】
午
前

１６
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

配
布
場
所
／
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ

ー
（
城
陽
市
寺
田
奥
山
１
） 
　

℡
　
‐
３
５
８
１

５３
胃
　
‐
３
５
８
９

５３
申
込
期
限
／
２
月
　
日
（
水
）

２８

一
般
の
方

配
布
期
間
／
３
月
８
日
（
木
）
～
３

月
　
日
（
水
）【
土
・
日
も
配
布
】
午

１４
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

配
布
場
所
／
エ
コ
・
ポ
ー
ト
長
谷
山

（
城
陽
市
富
野
長
谷
山
１
‐
２
７
０
）

℡
　
‐
０
５
５
０

５８
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
沢
（
八
幡
市
八
幡
沢

１
）

℡
０
７
５
‐
６
３
１
‐
０
８
３
５

＊
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ

は
、
各
配
布
施
設
ま
で
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〈
出
産
〉

日２/１１
月１２

こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
三種混合（午後２時～２時４５分、保健センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

火１３

育児相談・遊びの広場（午前９時半～１０時半、保健センター）
手芸教室【パッチワーク】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
部落史連続講座（午後７時～９時、いづみ人権交流センター）

水１４

手芸教室【メッシュクラフト】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）木１５

井手玉川大学【第７回】（午後１時半～３時、自然休養村管理センターホール）金１６
初心者のための和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）

土１７

町民ソフトバレーボール大会（午前８時半～、山城勤労者福祉会館）日１８
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）月１９

火２０
フラワーアレンジメント教室（午前１０時～１１時半、午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
生き生きふれあいサロン【メイクアップ＆マッサージ】（午後１時半～、玉泉苑）
部落史連続講座（午後７時～９時、いづみ人権交流センター）

水２１

わくわく広場（午前９時半～正午、玉泉苑）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）木２２
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
ＢＣＧ（午後２時～２時４５分、保健センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

金２３

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土２４

総力祭！（午前１０時～、まちづくりセンター椿坂）日２５
平成１８年度確定申告相談（午前１０時～正午、午後１時～４時、役場３階会議室）
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）

月２６

献血（午前１０時～１１時半、保健センター・午後１時半～３時、奥村製罐㈱）
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

火２７

総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）
部落史連続講座（午後７時～９時、いづみ人権交流センター）水２８
無火災デー防火パレード
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）木３/１

３歳児健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）金２
初心者のための和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土３

日４
１歳半健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
行政書士会生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）

月５

ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）火６
育児相談（午前９時半～１０時半、西部公民館）
部落史連続講座（午後７時～９時、いづみ人権交流センター）水７

転倒予防教室・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）木８
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
家庭教育学級【第４回】（午前１０時半～正午、多賀保育園）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
離乳教室（午後１時半～３時半、保健センター）

金９

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）

土１０

（１２月１７日から１月１９日までの届出分・敬称略）

西島由華さんちの

りぼんちゃん（メス）
２.８ｋｇの小さなダックスです。お気に入りのベッドで

寝るのが大好き竃　仲良くしてね！

第８回

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－2001
2160
2237
2468
3290

井手町役場

0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署

届出人赤ちゃん住所

智 之 朋  寛 
とも ひろ

植 田多賀

出張徴収【北・南】

　府道上狛城陽線（多賀バイパス）の南谷川にか

かる橋の名前が「出会い橋」に決定しました。

　これは昨年１０月、多賀小学校３･４年生が総合

的な学習の時間にグループに分かれ橋の名を考え

たものです。

新しい橋の名前は
　　　　
　　出会い橋


